
令和２年８月臨時会補正予算の概要について 
令和２年８月２０日 

大山町財務課作成 

一般会計補正予算（第８号）について 

今回補正額 9,315 万 2 千円 

財源内訳 

      国・県支出金                   7,415 万 8 千円 

        地方債                       300 万円 

           その他                               602 万 6 千円 

一般財源                            996 万 8 千円 

 

補正後の額 134 億 1,998 万 4 千円  

【参考】 

昨年度８月末現在予算額    101 億 4,072 万 4 千円 

（前年度比 32 億 7,926 万円の増） 

 

補正計上された主な事業 

●大山町障害児者福祉施設リモート環境整備事業補助金 60 万円 （新規） 

(国庫支出金 60 万円)（要求課 福祉介護課） 

新型コロナウイルス感染対応のため、リモート環境を整備する障がいサービス提供事業者に対

し、その経費の一部を助成し、経営が厳しい町内の障がいサービスの維持を図る。 

 

●感染防止事業 536 万円 （増額） 

(国庫支出金 536 万円)（要求課 健康対策課） 

今後の新型コロナウイルス感染拡大とマスク供給不足に備え、不織布マスクを備蓄する。 

 

●集落営農活動維持支援補助金 2,000 万円 （増額） 

(国庫支出金 2,000 万円)（要求課 農林水産課） 

集落営農組織の農作業省力化による事業継続を図りながら、農作業機械販売店等の経済回

復を図る。活用予定組織が多くあったことによる増額。 

 

●農耕用免許取得推進事業補助金 250 万円 （増額） 

(一般財源 250 万円)（要求課 農林水産課） 

農作業に必要な免許の取得を推進し、農作業の安全性の向上を図るため、免許取得に係る経

費の一部を補助する。申請者数が多くなったことによる増額。 



 

●感染予防対策に係る施設整備支援事業 196 万 1 千円 （増額） 

(国庫支出金 196 万 1 千円)（要求課 観光課） 

感染予防対策の一環として、客室へのシャワーやトイレなどを新設する宿泊事業者に対して、

経費の一部を支援する。申請者数が多くなったことによる増額。 

 

●新型コロナウイルス感染症対策事業（小・中学校） 353 万 9 千円 （新規） 

(国庫支出金 353 万 9 千円)（要求課 幼児・学校教育課） 

各学校が感染症対策等を徹底しながら、安全に教育活動を実施していくために、校長の判断

で迅速かつ柔軟に対応することができるよう必要な予算を 

計上する。 

 

●学校給食費補助金 3,149 万 6 千円 （増額） 

(国庫支出金 3,149 万 6 千円)（要求課 幼児・学校教育課） 

新型コロナウイルス感染症により地域経済が疲弊している中、子育て世代の支援の一環として

小中学校保護者に給食費を支援する。 

 

●教育活動費補助金 474 万 2 千円 （増額） 

(国庫支出金 474 万 2 千円)（要求課 幼児・学校教育課） 

新型コロナウイルス感染症防止対策として、予定していた小中学校で実施する修学旅行及び

校外学習に係るキャンセル料等を補助することで、保護者の家庭支援を行う。 

 

●八重第 1 遺跡発掘調査事業 456 万 8 千円 （新規） 

(その他（事業費負担金）456 万 5 千円、一般財源 3 千円)（要求課 観光課） 

中山第二配水池新設工事に伴い、八重第一遺跡の発掘調査事業（本調査）を実施する。 

 

●農林水産施設災害復旧事業 700 万円 （増額） 

(その他（災害復旧費寄付金）25 万円、一般財源 675 万円)（要求課 農林水産課） 

豪雨により被災した農林水産施設の災害復旧事業を行う。（営団地区盛土・農地、佐摩農免農

道） 

 

●公共土木施設災害復旧事業 1,003 万円 （新規） 

(国庫支出金 594 万円、地方債 300 万円、一般財源 109 万円)（要求課 建設課） 

6 月に発生した豪雨により被災した町道上坪下坪線の災害復旧事業を行う。 

 


